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1. はじめに 

日本におけるコンセッションとは、公共インフラの所有権を公共側に

残したまま、その運営のみを民間事業者が実施する官民連携の手法

で、資金調達・運営などの新たな社会インフラ整備の仕組みとして着

目されている。 

 平成 28 年 8 月 31 日に愛知県道路公社と愛知道路コンセッション

株式会社が「愛知県有料道路運営等事業」の実施契約を行い、全国

初となる民間事業者による有料道路の運営を 10 月 1日から開始し

た。対象路線は、愛知県内の８路線・全 72.5km で、地域の皆様と協

働しながら、地域活性化の拠点となる運営をめざしている（図―1）。 

２．コンセッション事業の契約スキーム 

コンセッション事業では、利用料金を自らの収入として徴収し、自らの費用負担で道路の維持管理等を行う。 

 今回のコンセッション事業では、有料道路の維持管理運営事業のほかに、新たな利便性向上策としての改築事業

や、パーキングエリアにおける売店・レストラン等を運営する附帯事業を追加し、民間企業による地域への働きかけを

一本化することで、事業の円滑化を図っている。その上で、民間事業者の努力によって生み出された利益交通量の 

増加による増収は、一定のルールのもとで民間事業者に帰属することになっている。 

３．りんくうインターチェンジ出口追加工事の概要 

 本工事は、愛知道路コンセッション事業で対象となる改築 7 事業の内の１つであり、愛知道路コンセッション(株)と

CM 方式で契約した前田建設工業(株)が調査・設計・施工等(用地取得業務は除く)の各業務を「CM 方式 (建設マネ

ジメント方式）」で行うものである。 
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図-1 コンセッションの対象路線

図-2 コンセッションの契約スキーム
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当該地区は大規模店舗の出店により、IC 出口

での渋滞発生が予想されることから、混雑解消

を目的として出口ランプおよび料金所の追加、

入口ランプの移設を行う事業内容となっている。 

当事業における課題を以下に挙げる。 

①工程確保：調査・設計～土木、建築、交通安

全施設工事完了まで実質３年間で工事を完了

する必要がある。 

②規制回数の低減：通行車両への影響低減、

規制手続きによるロスの低減を図る必要がある。 

③工事間調整：複数の工事を並行して進める必

要があり、円滑な調整が必要となる。 

４．課題解決への取組み 

①業務発注ロットを最大化し、各工事手続き業務

のロスを低減する。 

②工程に合わせて設計業務を順位付けし、施工

に間に合わせる。 

③地盤改良・橋梁下部工および道路改良工の複

数工事を共通規制で実施することで、規制手

続きによる切替ロスを低減する。 

④工事中央部に位置する橋梁(L=300m,5 径間)

を、大規模一括架設することで前後工事の取

合いを低減させる。 

⑤土木・橋梁架設後に、施設・交通安全施設・舗

装工事において工事用道路を供用し、工程・仮

設備等を詳細に計画することで、工種間の調

整を円滑に行う。 

以上、CM方式のメリットを最大限に生かすこと

で、予定通り工事を完了することができた。 

５．終わりに 

令和 2年 1月 14 日道路公社による竣工検

査、同月 29日国交省による一部完了検査を経

て令和 2年 2月 13 日無事供用開始が出来

た。実施工程を右に示す。 

図-３ 工事概要図

愛知県有料道路運営等事業 りんくうインターチェンジ出口追加工事 業務・工事工程表
工期：平成28年10月1日～令和 2年3月31日

詳細設計、測量及び地質調査業務

平成29年3月15日～平成30年6月30日 設計業務

パシフィックコンサルタンツ(株) 測量業務

146,988,000 （税込） 地質調査業務

地盤改良他工事

平成29年3月14日～平成30年8月31日 舗装・交通安全施設

不動テトラ・七番組 共同企業体 仮設土留め（鋼矢板）

958,813,200 （税込） 地盤改良

切土、擁壁・盛土

C-Box（Ｃランプ）

橋梁下部・土工・擁壁工事

平成30年3月29日～令和元年5月31日 舗装・交通安全施設 供用開始

中部土木・村瀬組 共同企業体 橋　台 2基

918,018,360 （税込） 橋　脚 4基

切土、擁壁・盛土

C-Box（Ｆランプ）

橋梁上部工事

平成30年2月22日～令和元年12月28日 工場製作

瀧上工業（株） 鋼製橋脚 ３基

1,509,840,000 （税込） 地組み １式

桁架設

高　欄・安全施設

舗装・料金所建築工事

舗装・交通安全施設

料金所ゲート建築

料金収受施設

電気設備・非常用発電機

３月９月１０月１１月１２月１月 ２月３月 ４月 ５月 ７月 ８月９月１０月１１月１２月１月 ２月４月 ５月 ６月 ７月 ６月

平成３０年度 令和元年度
適　用

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ８月９月１０月１１月１２月１月 ２月 ３月

令和元年5月18日～令和元年12月27日
中部土木㈱
　　　159,935,600   (税込)

料金収受施設工事
平成31年4月26日～令和元年12月28日
三菱重工機械システム㈱
　　　145,200,000   (税込)

電気設備工事
令和元年5月18日～令和元年12月27日
三菱電機㈱
　　　112,200,000   (税込)

契約内容
平成２９年度

工　期

実　積

凡 例

図-５ 実施工程

図-４ 大規模一括架設状況
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